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理 科    第６学年 

 《教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成》  

 ○  学習の基盤となる資質・能力の育成について  

・情報活用能力の育成  

学習指導要領における情報活用能力は、学習活動において必要に応じてコンピュー

タ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得られた情

報をわかりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりといったことが

できる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の

基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統

計等に関する資質・能力等も含むものである。  

本実践では、コンピュータや情報通信ネットワーク等の情報手段を活用するために

必要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を、教科等横断的な学習

により行っていく。そのためには、インターネットや本を用いて得た情報を、GIGA ス

クール構想において１人１台配付されたタブレット端末を活用し、プレゼンテーショ

ンソフトや、ワープロソフトを活用し、相手に伝わるようにまとめていく活動が効果

的と考える。この活動を行う際には、獲得した情報について取捨選択をすることや情

報モラル、著作権についても指導する。 

 

１  単元名「体のつくりと働き」  

 

２  単元の目標  

○  人や他の動物について、体のつくりと呼吸、消化、排出及び循環の働きに着目して、

生命を維持する働きを多面的に調べる活動を通して、「人の呼吸、血液の循環、消化・

吸収、排出に関わる体内の各器官のつくりと働きを理解すること」「人の体と他の動

物の体との差異点や共通点がわかること」「呼吸の仕組みや唾液の働きを調べる実験

が安全にできること」「人や他の動物の体のつくりと働きについて、本やコンピュー

タ等で必要な情報を集めること」を身に付けることができる。 

〈知識及び技能〉  

○  人や他の動物の体のつくりと働きについて追究する中で、体のつくりと呼吸、消化、

排出及び循環の働きについて、より妥当な考えをつくりだし、表現することができ

る。 

                   〈思考力、判断力、表現力等〉  

○  人や他の動物の体のつくりと働きについて粘り強く追究する活動を通して、生命を

維持する働きを知り、生命を尊重しようとする。  

〈学びに向かう力、人間性等〉  

教科等横断的な視点を取り入れた授業実践 
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３  教 科 等 横 断 的 な 視 点 を 取 り 入 れ た 授 業 実 践 に つ い て  

（ １ ） 単 元 で 育 て た い 力  

○ 人 や 他 の 動 物 の 体 の つ く り と 働 き に つ い て 、 映 像 や 模 型 、 図 書 、 コ ン ピ ュ

ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 を 活 用 し て 調 べ た り 、 調 べ た こ と を 図 や 表 等 に 整

理 し て 伝 え 合 っ た り す る 等 、 人 や 他 の 動 物 の 体 の つ く り や 働 き に つ い て 考

え た り 説 明 し た り す る 学 習 活 動 の 充 実 を 図 る よ う に す る 。  

【 理 科 ： 情 報 活 用 能 力 】 

（ ２ ） 教 科 等 横 断 的 な 視 点 に 立 っ た 育 て た い 力  

○ 誰 に 、 何 を 、 何 の た め に 伝 え た い の か を 話 し 合 っ て 考 え 、 パ ン フ レ ッ ト と

い う 表 現 方 法 の 特 徴 を 知 り 、 題 材 や 分 量 、 構 成 を 決 め る 。 絵 や 図 、 グ ラ フ

や 写 真 等 を 効 果 的 に 引 用 し 、 読 み 手 に わ か り や す く ま と め る 。  

【 国 語 ： 情 報 活 用 能 力 】 

（ ３ ） 共 通 の 育 て た い 力  

○ 学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得

たり、情報を整理・比較したりすることや、得られた情報をわかりやすく発信・伝達

したり、必要に応じて共有したりすることができる。  【 共 通：情 報 活 用 能 力 】 

 

（ ４ ） 単 元 の 評 価 規 準   

知識・技能  思考・判断・表現  

 

主体的に学習に取り組む

態度 

①  人は呼吸によって体内

に酸素を取り入れ、体外

に二酸化炭素等を出し

ていることを理解して

いる。 

②  人や他の動物の体のつ

くりや働きについて、観

察、実験等の目的に応じ

て、器具や機器等を選択

して、正しく使いながら

調べ、それらの過程や得

られた結果を適切に記

録している。  

③  食べ物は、口、胃、腸等

を通る間に消化・吸収さ

れ、吸収されなかったも

のは排出されること、ま

た、体内には生命活動を

維持するための様々な

①  人が運動をする前とした

後の変化の差異点や共通

点 を 基 に 問 題 を 見 い だ

し、表現している。  

②  燃焼の仕組みで学習した

ことから、呼吸の仕組み

について予想し、実験の

計画を立てている。 

③  人の体のつくりや働きに

ついて、観察、実験等を行

い、体のつくりと呼吸の

働きについて、より妥当

な考えを作り出し、表現

している。  

④  人や他の動物の体のつく

りや働きについて、観察、

実験等を行い、体のつく

り と 循 環 の 働 き に つ い

て、より妥当な考えをつ

①  呼吸の仕組みを調べ

る実験計画について、

友達との話し合いを

通して自らの考えを

見直している。  

②  人や他の動物の体の

つくりや 働きについ

ての事物・現象に進ん

で関わり、粘り強く他

者と関わりながら問

題解決しようとして

いる。  

③  動物の体のつくりや

働きに関心をもって、

生命を大切にしよう

としている。  

④  体のつくりと 働きの

学習で、学んだことを

学習や生活に生かそ
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臓器があることと、その

働きを理解している。  

④  人の体の構造や各器官

の働きについて、  本や

コンピュータ等で必要

な情報を集めている。  

⑤  血液は、心臓の働きで体

内を循環し、養分、酸素、

二酸化炭素等を運んで

いることを理解してい

る。 

くり出し、表現する等し

て問題解決している。  

⑤  実験結果や本やコンピュ

ータ等で調べたことをも

とに考察し、人や他の動

物は様々な臓器が関わり

合いながら生命を維持し

ていることを導き出して

いる。 

 

うとしている。 

 

４  指 導 計 画   

時  

学  習 活  動 

★教科等横断的な学習活動  

備考 

★教科等横断的な学習  

◎記録に残す評価  

□学習状況の確認  

１  

○激しい運動をしたときの様子について、気付

いたことを話し合う。    【見いだす】 

 

 

□思考・判断・表現  

①【発言分析・記録分析】 

・人が運動をする前とした後

の変化の差異点や共通点を

基に問題を見いだし、表現

している。  

 

２  

３  

○吸う空気と、吐いた空気の違いをいろいろな

方法で調べる。     【自分で取り組む】 

○人は空気を吸ったり吐いたりする時、何を取

り入れ、何を出しているのか、結果を基に話

し合う。          【広げ深める】 

〇話し合ったことを基に、わかったことをまと

める。         【まとめあげる】 

 

 

 

□思考・判断・表現  

②【発言分析・記録分析】 

・燃焼の仕組みで学習したこ

とから、呼吸の仕組みにつ

いて予想し、実験の計画を

立てている。  

◎思考・判断・表現  

③【発言分析・記録分析】  

・人の体のつくりや働きにつ

いて、観察、実験等を行い、

体のつくりと呼吸の働きに

ついて、より妥当な考えを

つくり出し、表現している。 

 

人は、空気を吸ったりはいたりすると

き、何を取り入れ、何を出しているのだ

ろうか。  
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４  

 

 

 

 

 

○酸素と二酸化炭素を出し入れする仕組みを

いろいろな方法で調べる。【自分で取り組む】 

〇人は、体のどこで、どのように、酸素と二酸

化炭素を出し入れするのか、結果を基に話し

合う。   【広げ深める】【まとめあげる】 

◎知識・技能  

①【発言分析・記録分析】 

・人は呼吸によって体内に酸

素を取り入れ、体外に二酸

化炭素等を出していること

を理解している。  

◎主体的に学習に取り組む態

度  

 ①【発言分析・記録分析】  

・呼吸の仕組みを調べる実験

計画について、友達との話

し合いを通して自らの考え

を見直している。  

５  

６  

 

 

 

 

○酸素が体の中を運ばれる仕組みをいろいろ

な方法で調べる。    【自分で取り組む】 

○酸素は、どのような仕組みで、体のどこへ運

ばれるのか、結果を基に話し合う。  

【広げ深める】【まとめあげる】 

◎主体的に学習に取り組む態

度  

②【行動観察・発言分析・

記録分析】 

・人や他の動物の体のつくり

や働きについての事物・現

象に進んで関わり、粘り強

く他者と関わりながら問題

解決しようとしている。  

◎思考・判断・表現  

④【発言分析・記録分析】  

・人や他の動物の体のつくり

や働きについて、観察、実

験等を行い、体のつくりと

循環の働きについて、より

妥当な考えをつくりだし、

表現する等して問題解決し

ている。  

７  

○デンプンと唾液の働きの関係を調べる。  

【自分で取り組む】 

○ご飯は、口の中で唾液と混ざると、どうなる

か、結果をもとに話し合う。  

【広げ深める】【まとめあげる】 

◎知識・技能  

②【行動観察・記録分析】 

・人や他の動物の体のつくり

や働きについて、観察、実

験等の目的に応じて、器具

や機器等を選択して、正し

く使いながら調べ、それら

の過程や得られた結果を適

人は、体の中のどこで、どのように、

酸素と二酸化炭素を出し入れするのだろ

うか。 

酸素は、どのような仕組みで、体のど

こへ運ばれるのだろうか。  
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切に記録している。 

８  

 

 

 

 

○消化と吸収の仕組みをいろいろな方法で調

べる。        【自分で取り組む】 

 

○食べ物は、体の中でどのように消化され、吸

収されて運ばれるか、結果を基に話し合う。 

        【広げ深める】【まとめあげる】 

◎知識・技能  

③【発言分析・記録分析】 

・食べ物は、口、胃、腸等を

通る間に消化・吸収され、

吸収されなかったものは排

出されること、また、体内

には生命活動を維持するた

めの様々な臓器があること

と、その働きを理解してい

る。 

９  

～  

１３ 

 

 

 

★パ ン フ レ ッ ト と い う 表 現 方 法 の 特 徴 を

知 り 、題 材 や 分 量 、構 成 を 決 め る 。絵 や

図 、グ ラ フ や 写 真 等を 効 果 的 に 引 用 し 、

読 み 手 に わ か り やす く ま と め る 。  

【国語】 

 

 

◎知識・技能  

④【記録分析】  

・人の体の構造や各器官の働

きについて、 本やコンピュ

ータ等で必要な情報を集め

ている。  

◎思考・判断・表現  

⑤【記録分析】  

・実験結果や本やコンピュー

タ等で調べたことを基に考

察し、人や他の動物は、様々

な臓器が関わり合いながら

生命を維持していることを

導き出している。  

★題 材 や 分 量 、構 成を 決 め

る 。絵 や 図 、グ ラ フや 写

真 等 を 効 果 的 に 引用 し 、

読 み 手 に わ か り や す く

ま と め て い る 。  

【情報活用能力】 

１４ 

★出来上がったパンフレットを、自分の家族に

見てもらった感想や意見を参考に、出来上が

ったパンフレットを見直す。    【国語】 

★他 者 か ら の 感 想 や 意 見

に よ り 、自 分 の 作 成し た

も の を 見 直 す 。  

 【情報活用能力】  

１５ 

 

 

 

 

□主体的に学習に取り組む態

度  

③【行動観察・発言分析】  

・動物の体のつくりや働きに

人の体の仕組みを紹介するパンフレッ

トを作ろう。  

動物の血液の流れを見てみよう。  

食べたものは、体の中でどのように  

消化され、吸収されて運ばれるのだろう

か。 
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〇メダカのおびれを顕微鏡で観察し、血管の流

れを見る。気づいたことをノートにまとめ

る。           【まとめあげる】 

関心を持って、生命を大切

にしようとしている。  

１６ 

確かめよう、学んだことを生かそう  

〇学習したことを生かして問題を解いたり、身

の回りの現象について考えたりする。考えた

ことを友達と話し合う。  【まとめあげる】 

□主体的に学習に取り組む態

度  

④【行動観察・発言分析・

記録分析】 

・体のつくりと働きの学習で

学んだことを学習や生活に

生かそうとしている。 

◎知識・技能  

⑤【記録分析】  

・体内には、生命活動を維持

するための様々な臓器があ

ることと、その働きを理解

している。  

 

５  実 践  

（ １ ） 目 指 す 児 童 の 姿  

・ 学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 に つ い て  

ア  情 報 活 用 能 力 の 育 成 （ 第 1 0 時 ）   

(ア )  児 童 を 見 取 る 際 の 主 な ポ イ ン ト  

 児 童 が 本 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 い 、獲 得 し た 情 報 を 整 理・比 較 す る 。そ の 情

報 を パ ン フ レ ッ ト と い う 形 式 で 、見 る 人 が 分 か り や す い よ う に ま と め る こ と

が で き る 。 そ の 際 に 、 友 達 の 意 見 を 必 要 に 応 じ て 取 り 入 れ 、 よ り 見 や す く 分

か り や い パ ン フ レ ッ ト を 作 る こ と が で き る 。  

 

（ イ ） 指 導 と 評 価 の 実 際  

① 第 10 時 の 授 業 の 概 要  

 調 べ た こ と を 基 に し て 、 情 報 を 整 理 ・ 比 較 し て パ ン フ レ ッ ト に ま と め る 。  

② 実 際 の 児 童 の 姿   

○ 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 評 価 し た 例  

  本 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し て 獲 得 し た 情 報 を 整     

理 ・ 比 較 し て パ ン フ レ ッ ト に ま と め る こ と が で き た    

児 童 を 「 お お む ね 満 足 で き る 」 と し た 。  

  図 １ の 児 童 は 、分 か っ た こ と を Q＆ A 方 式 で 表 現 す

る こ と で 、 短 い 言 葉 で 内 容 の 大 切 な 部 分 を 生 か し 、

読 み 手 に 分 か り や す く 表 現 す る こ と が で き た 。  

 
図１  「おおむね満足できる」とした児童の作品  
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図３  「努力を要する」とした児童の作品  

図２  「十分満足できる」  

とした児童の作品  

○ 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 評 価 し た 例          

本 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し て 獲 得 し   

た 情 報 を 整 理 ・ 比 較 し て パ ン フ レ ッ ト に

ま と め る こ と が で き た 。そ の 際 に 、友 達 の

意 見 を 必 要 に 応 じ て 取 り 入 れ る こ と が で

き た 児 童 を 「 十 分 満 足 で き る 」 と し た 。  

図 ２ の 児 童 は 、 情 報 を 精 査 し 必 要 な 情

報 の み を パ ン フ レ ッ ト に 載 せ た 。最 初 、未

習 で あ る 心 臓 の 部 位 の 名 前 と そ の 説 明 を

載 せ て い た が 、パ ン フ レ ッ ト を 見 た 友 達 か ら「 も っ と 図 を 多 く し て 分 か り

や す く し た 方 が い い 。」と い う ア ド バ イ ス を も ら い 、自 分 の パ ン フ レ ッ ト

に 反 映 さ せ る こ と が で き た 。  

 

○ 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 評 価 し た 例  

本 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し て 獲 得 し た 情 報 を 整 理 ・ 比 較 す る こ と な

く 、そ の ま ま パ ン フ レ ッ ト に 載 せ て い た 児 童 を「 努 力 を 要 す る 」状 況 と 評

価 し た 。  

図 ３ の 児 童

は 、 獲 得  

し た 情 報 を

ほ と ん ど そ の

ま ま 掲 載 し た

た め 、 読 ん で

い る 友 達 も ど

こ が ポ イ ン ト

で あ る か 判 断 す る こ と が 難 し か っ た 。ま た 、同 じ 内 容 が 重 複 し て 掲 載 し て

い る 様 子 も 見 ら れ た 。  

 

（ ２ ） 実 践 を 終 え て  

 １  学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 に つ い て  

  情 報 活 用 能 力 の 育 成 に つ い て 、パ ン フ レ ッ ト と い う 形 式 を 用 い た こ と で 、 

 情 報 を 整 理 ・ 比 較 し 、 必 要 な 情 報 を 選 ん だ り 、 よ り 重 要 な 情 報 を 選 ん で パ

ン フ レ ッ ト に 掲 載 し た り す る こ と が で き た 。  

   パ ン フ レ ッ ト に ま と め る と き は 、図 や 絵 、グ ラ フ 等 が あ る と 読 み 手 に と

っ て 見 や す く 、分 か り や す く な る こ と が 実 感 で き た 児 童 が 多 か っ た 。今 回

は 自 分 で 図 や 絵 を 描 く 児 童 と 、イ ン タ ー ネ ッ ト か ら ダ ウ ン ロ ー ド し て 使 用

す る 児 童 が い た 。イ ン タ ー ネ ッ ト か ら ダ ウ ン ロ ー ド を す る 際 に は 、著 作 権

に 十 分 配 慮 し て 使 用 す る よ う 指 導 し た 結 果 、児 童 は そ の 見 極 め を す る こ と

が で き て い た 。  

 

図２  「十分満足できる」とした児童の作品  
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  ２  教科等横断的な視点に立った評価について  

 「 誰 に 、 何 を 、 何 の た め に 等 」 伝 え た い こ と が 明 確 に な る よ う に 話 し 合

っ て 考 え 、 題 材 や 分 量 、 構 成 を 決 め た り 、 絵 や 図 、 グ ラ フ や 写 真 等 を 効 果

的 に 引 用 し 、 読 み 手 に わ か り や す く ま と め た り す る 活 動 を 通 し て 、 単 元 で

身 に つ け さ せ た い 知 識 ・ 技 能 に つ い て も 習 得 し て い く こ と が で き た 。  

 


